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高梁川直轄河川改修事業

高梁川直轄河川改修事業（小田川合流点付替え）
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河川改修事業の再評価項目調書 
事 業 名 (箇所名) 高梁川

たかはしがわ

直轄河川改修事業 

実  施  箇  所 高梁川
たかはしがわ

直轄管理区間 

該 当 基 準 再評価実施後一定期間（3年）が経過している事業 

事  業  諸  元 
築堤・河道掘削、支川小田川の合流点付替え等 

管理延長 高梁川L＝26.5km、小田川L=7.9km、派川L=2.0km 

事  業  期  間 
高梁川直轄河川改修事業（整備期間30年）：平成23年度～平成52年度 

当面想定している事業 （整備期間 7年）：平成26年度～平成32年度 

総 事 業 費 (億円) 
(整備期間30年)   約823 

(整備期間 7年)   約170 
残 事 業 費 (億円) (整備期間27年)   約736 

目 的 ・ 必 要 性 

・高梁川及び小田川は下流部の低平地に人口と資産の集中する倉敷市街地を控え、ま

た小田川は高梁川からの背水影響により、過去幾多の甚大な被害が発生してきた。

昭和年代に入ってからも、昭和9年9月洪水、昭和20年9月洪水、戦後最大の被害を与

えた昭和47年7月洪水等により、甚大な被害が発生している。 

・高梁川下流部は岡山県西部地域における行政、経済の中心的役割を担っているが、

洪水時の水位が高いことから、ひとたび、堤防が決壊した場合には氾濫域が広範囲

に及び、被害は甚大なものとなる。このため、高梁川水系河川整備計画で定めた目

標に向け、上下流のバランス等を踏まえた河川改修事業を実施する必要がある。 

（洪水実績） 

・昭和47年7月洪水：家屋浸水戸数 約7,300戸 

・昭和51年9月洪水：家屋浸水戸数 約2,600戸 

※高梁川水系全体の浸水戸数 

（災害発生時の影響：浸水想定区域内） 

○ 浸水世帯数 ：約125,636 世帯 

○ 浸水面積 ：約 17,308 ha 

○ 重要な公共施設等：ＪＲ山陽新幹線、ＪＲ山陽本線、JR伯備線、山陽自動車道、

国道2号、国道430号、倉敷市役所、総社市役所、早島町役場、

水島警察署、倉敷警察署、総社警察署、倉敷市消防本部、総

社市消防本部、小・中学校、高等学校、など 

○ 要配慮者利用施設：倉敷中央病院、水島中央病院、など

便 益 の 主 な 根 拠 
年平均浸水軽減世帯数 3,757 世帯（当面想定している事業 330 世帯） 

年平均浸水軽減面積   575 ha （当面想定している事業  29 ha ） 

事 業 全 体 の 

投 資 効 率 性 
B：総便益 （億円） C:総費用 （億円） B/C B-C EIRR 

基準 

年度 

全体事業 総便益 19,395 総費用 582 33.3 18,813 354% H25 

残事業 総便益 12,225 総費用 485 25.1 11,739 - H25 

感 度 分 析 

残事業（B/C） 全体事業（B/C） 

残事業費（+10％ ～-10％） 23.0 ～ 27.7 30.9 ～ 36.1 

残 工 期（+10％ ～-10％） 25.3 ～ 25.2 33.8 ～ 32.9 

資 産（-10％ ～+10％） 27.6 ～ 22.7 36.5 ～ 30.0 

当面の段階的な整備（H26～H32）：B/C＝21.0 

事 業 の 効 果 等 

・当該事業を実施することにより、S47.7規模の洪水に対して、浸水被害を防止 

浸水世帯数  27,086 世帯 ⇒   0 世帯 

浸水面積    4,766 ha   ⇒ 0 ha 
被害額    10,836 億円 ⇒   0 億円 
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社会経済情勢等の 

変化

〈地域状況〉 

・倉敷大橋、新総社大橋がH28に供用開始となり、利便性が増して今後さらに宅地

化が進む可能性がある。また、水島臨港道路、一般国道２号倉敷立体などが建設

中であり、岡山県西部地域における行政、経済の中心地としてさらなる発展が望

まれている。

・近年でもH10.10、H18.7等の洪水被害を受けており、高梁川水系の関係市は「高

梁川改修促進協議会」を組織し、治水対策の促進を強く要望している。 

〈事業に関わる地域の人口、資産等の変化〉

【主要自治体（倉敷市）指標】

○人  口 ：1.02倍（482,456人/473,743人） 〈H25数値/H21数値〉 

高齢化率 ：1.11倍（23.7％/21.3％） 〈 〃 〉 

○世 帯 数 ：1.06倍（198,936世帯/187,581世帯） 〈 〃 〉 

○事 業 所 ：1.06倍（20,014事業所/18,849事業所）〈H21数値/H18数値〉

○従 業 者 ：1.09倍（222,309人/204,446人） 〈 〃 〉 

【主要自治体（総社市）指標】

○人  口 ：1.02倍（67,637人/66,615人） 〈H25数値/H21数値〉 

高齢化率 ：1.09倍（24.8％/22.7％） 〈 〃 〉 

○世 帯 数 ：1.08倍（25,061世帯/23,307世帯）  〈 〃 〉 

○事 業 所 ：1.05倍（2,203事業所/2,095事業所） 〈H21数値/H18数値〉

○従 業 者 ：1.07倍（26,250人/24,612人） 〈 〃 〉 

（出典）人口・世帯数  ：岡山県統計データ（H21、H25） 

事業所・従業者数：事業所統計（H18）、経済センサス（H21）

事業の進捗状況

・平成22年10月14日高梁川水系河川整備計画（国管理区間）策定。 

・河川整備計画対象期間概ね30年（平成23年度～平成52年度）を目標に事業を遂行。

残事業は期間は27年（平成26年度～平成52年度）。当面整備事業期間は7年（平成

26年度～平成32年度）。

・現在、高梁川本川下流域における高潮堤防、堤防強化工事を実施中。

事業の進捗の 

見込み

・これまでのところ、事業は順調に進捗。地域住民からは引き続き河川改修事業を

要望されており、関係期間等との協力体制も構築されていることから、今後も円

滑な事業進捗が見込まれる。

コスト縮減や代

替案立案等の可

能性

・新技術・新工法を活用するとともに、関係機関等との事業調整、建設発生土の有

効利用を図り、コスト縮減に努める。 

対応方針（原案） 継続

対応方針理由

・上述より、高梁川直轄河川改修事業については、治水安全度向上の必要性、費用

対効果、地元の協力体制等の観点から事業実施が妥当。

・今後の詳細な設計段階において、さらなるコスト縮減を図るとともに、環境にも

配慮して事業を進め、より一層の事業効果の発現に努める。

その他 －
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河川改修事業の再評価項目調書 
事 業 名 (箇所名) 高梁川

たかはしがわ

直轄河川改修事業（小田川合流点付替え） 

実  施  箇  所 高梁川
たかはしがわ

水系小田川 岡山県倉敷市 

該 当 基 準 社会経済情勢の急激な変化、技術革新等により再評価の実施の必要が生じた事業 

事  業  諸  元 
支川小田川の合流点付替え 

放水路：L=3.4km 

事  業  期  間 平成26年度～平成40年度 

総 事 業 費 (億円) 約280 残 事 業 費 (億円) 約263 

目 的 ・ 必 要 性 

・高梁川及び小田川は下流部の低平地に人口と資産の集中する倉敷市街地を控え、ま

た小田川は高梁川からの背水影響により、過去幾多の甚大な被害が発生してきた。

昭和年代に入ってからも、戦後最大の被害を与えた昭和47年7月洪水、昭和51年9月

洪水等により、甚大な被害が発生している。 

・小田川沿川では幹線道路の改良や鉄道の開業などに伴い、宅地化が進んでおり、被

害ポテンシャルは増大している。このため、小田川合流点付替えによる洪水対策は

地域の悲願であり早期に対策を実施する必要がある。 

（洪水実績） 

・昭和47年7月洪水：家屋浸水戸数 約1,700戸 

・昭和51年9月洪水：家屋浸水戸数 約1,800戸 

※小田川全体の浸水戸数 

（災害発生時の影響：浸水想定区域内） 

○ 浸水世帯数 ：約 3,679 世帯 

○ 浸水面積 ：約 1,267 ha 

○ 重要な公共施設等：井原鉄道（第3セクター）、国道486号、倉敷市役所真備支所、

小・中学校、高等学校、など 

○ 要配慮者利用施設：総合病院、大型介護保健施設、など

便 益 の 主 な 根 拠 
年平均浸水軽減戸数 292 世帯 

年平均浸水軽減面積  78 ha 

事 業 全 体 の 

投 資 効 率 性 
B：総便益 （億円） C:総費用 （億円） B/C B-C EIRR 

基準 

年度 

総便益 1,340 総費用 208 6.4 1,132 16% H25 

感 度 分 析 

全体事業（B/C） 

事 業 費（+10％ ～-10％） 5.8 ～ 7.1 

残 工 期（+10％ ～-10％） 6.2 ～ 6.6 

資 産（-10％ ～+10％） 5.8 ～ 7.0 

事 業 の 効 果 等 

・当該事業を実施することにより、S47.7規模の洪水に対して、小田川沿川の浸水被害

を防止 

浸水戸数    3,546 世帯   ⇒     0 世帯 

浸水面積    808 ha    ⇒ 0 ha 
被害額    1,520 億円  ⇒      0 億円 
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社会経済情勢等の 

変化 

〈地域状況〉 

・倉敷大橋、新総社大橋がH28に供用開始となり、利便性が増して今後さらに宅地

化が進む可能性がある。 
・近年でもH23.9洪水等の洪水被害を受けており、高梁川水系の関係市は「高梁川

改修促進協議会」を組織し、治水対策の促進を強く要望している。 
 
〈事業に関わる地域の人口、資産等の変化〉 
【主要自治体（倉敷市）指標】 
○人  口 ：1.02倍（482,456人/473,743人）   〈H25数値/H21数値〉 

 高齢化率 ：1.11倍（23.7％/21.3％）      〈   〃    〉 

○世 帯 数 ：1.06倍（198,936世帯/187,581世帯） 〈   〃    〉 

○事 業 所 ：1.06倍（20,014事業所/18,849事業所）〈H21数値/H18数値〉 

○従 業 者 ：1.09倍（222,309人/204,446人）   〈   〃    〉 
 
【主要自治体（総社市）指標】 
○人  口 ：1.02倍（67,637人/66,615人）    〈H25数値/H21数値〉 

 高齢化率 ：1.09倍（24.8％/22.7％）      〈   〃    〉 

○世 帯 数 ：1.08倍（25,061世帯/23,307世帯）  〈   〃    〉 

○事 業 所 ：1.05倍（2,203事業所/2,095事業所） 〈H21数値/H18数値〉 

○従 業 者 ：1.07倍（26,250人/24,612人）    〈   〃    〉 
 
（出典）人口・世帯数  ：岡山県統計データ（H21、H25） 

事業所・従業者数：事業所統計（H18）、経済センサス（H21） 

事業の進捗状況 
・平成22年10月14日高梁川水系河川整備計画（国管理区間）策定。 

・整備期間概ね15年（平成26年度～平成40年度）を目標に事業を遂行。 

・平成26年度より事業着手し、関係機関と協力連携し地元調整等を行っている。

事業の進捗の 

見込み 

・小田川付替え事業で影響を受ける柳井原地区では、「小田川放流対策協議会」を

設立し、国との協議を組織的に行っている状況である。 

・これまでのところ、事業は順調に進捗。地域から引き続き河川改修事業を要望さ

れており、関係機関等との協力体制も構築されていることから、今後も円滑な事

業進捗が見込まれる。 
コスト縮減や代 
替案立案等の可 

能性 

・新技術・新工法を活用するとともに、関係機関等との事業調整、建設発生土の有

効利用を図り、コスト縮減に努める。 

対応方針（原案） 継続 

対応方針理由 

・上述より、小田川合流点付替えについては、治水安全度向上の必要性、費用対効

果、地元の協力体制等の観点から事業実施が妥当。 
・今後の詳細な設計段階において、さらなるコスト縮減を図るとともに、環境にも

配慮して事業を進め、より一層の事業効果の発現に努める。 

その他 － 
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ン
・
JR
山

陽
本
線
、

JR
吉
備

線
、

JR
宇

野
線
等

・
国
道

2号
、
国
道

18
0号

等
※

 
JR
山
陽
新

幹
線
、

JR
伯
備

線
、
水
島

臨
海
鉄

道
、

井
原

鉄
道
、
山

陽
自
動

車
道
の
大

半
は
高

架
橋
で
あ

る
。

②
主
要
な

公
共
施
設

・
役
場

：
倉

敷
市
役

所
、
総
社

市
役
所

、
早
島
町

役
場

・
警
察

署
：
水

島
警
察

署
、
倉
敷

警
察
署

、
総
社
警

察
署

・
消
防

本
部

：
倉

敷
市
消

防
本
部
、

総
社
市

消
防
本
部

③
そ
の
他

、
要
配
慮

者
利
用

施
設

・
倉
敷

中
央
病
院

、
水
島

中
央
病
院

、
川
崎

医
科
大
学

付
属
病

院
、
老
人

ホ
ー
ム

等

朔
望

平
均

満
潮
位

10

10
km

5 0
0

M.
S.
L -5

H.
W.
L

4.
2m高 梁 川

鶴 新 田

玉 島 乙 島

福 田 町

福 田 町 古 新 田

旧 河 道

( 東 高 梁 川 )

1.
88
m

既
往
最

高
潮

位
T.

P.
+3

.2
2ｍ

(平
成
1
6年

8
月
30
日

16
号
台
風

)

A
’

A

高
梁
川

高
梁
川

倉
敷
市
街

地

酒
津

柳
井
原

貯
水
池

氾
濫

原
の
状

況

氾
濫

域
内
の

重
要

な
公

共
施

設

倉
敷

市
中
心

市
街

地
の

資
産

集
積

状
況

早
島

町
役

場

倉
敷

中
央

病
院

●
倉

敷
市

消
防

本
部

●
倉

敷
市

役
所

●
倉

敷
警

察
署

●
水
島
警

察
署

×
国

道
2号

×
国

道
30

号
×

J
R宇

野
線

(
早

島
駅

)

水
島
中
央

病
院

川
崎

医
科

大
学

附
属

病
院

●
総
社

警
察

署

● 総
社
市

役
所

×
国
道

48
6号

× JR
吉

備
線

(東
総

社
駅

)

●
総
社

市
消

防
本

部×
国

道
18

0号

J
R
山

陽
本

線
(
倉

敷
駅

)
×

×
国
道

43
0号

浸
水
想
定
区
域
図
（
H2
2.
3）

・
計

画
降

雨
：

河
川

整
備
基

本
方
針
規

模
・

高
梁

川
流

域
の

2
日

間
総

雨
量

2
4
8
m
m

×
浸

水
に

よ
っ

て
途

絶
の

可
能

性
の

あ
る

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

凡
例

【
浸

水
面

積
（

直
轄

）
】

約
1
7
3
k
m2

【
浸

水
世

帯
数

（
直

轄
）

】
約

1
2
5
,
6
3
6
世

帯

■
高
梁
川
下

流
部
に
は
人
口
・
資
産
が
集
中
す
る
倉
敷
市
街
地
が
広
が
り
、
岡
山
県
西
部
地
域
に
お
け
る
行
政
、
経
済
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る

主
要
な
公
共
施
設
や
、
水
島
臨
海
工
業
地
帯
等
が
位
置
し
て
い
る
。

■
そ
の
上
流

端
に
位
置
す
る
酒
津
地
先
で
は
、
固
定
堰
（
笠
井
堰
）
や
そ
の
周
辺
に
堆
積
し
た
土
砂
に
よ
っ
て
大
き
く
河
積
が
不
足
し
て
お
り
、
計
画

高
水
流
量
を
安
全
に
流
下
で
き
な
い
。
ま
た
洪
水
時
の
水
位
が
高
い
こ
と
か
ら
、
堤
防
が
決
壊
し
た
場
合
に
は
氾
濫
域
が
広
範
囲
に
及
び
、
被
害
は

甚
大
な
も
の
と
な
る
。
こ
の
た
め
高
梁
川
水
系
河
川
整
備
計
画
で
定
め
た
目
標
に
向
け
、
河
道
掘
削
等
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

水
島

臨
海

工
業

地
帯

－ 9 －



事
業
の
目
的
・
必
要
性
（
過
去
の
洪
水
被
害
）

■
高
梁
川
流

域
で
は
、
過
去
か
ら
度
重
な
る
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
昭
和
年
代
に
入
っ
て
か
ら
も
、
中
上
流
部
で
大
き
な
被
害
を
生
じ
た
昭
和
9年

9月
洪
水
、
昭
和
20
年
9月

洪
水
、
下
流
部
で
大
き
な
被
害
を
生
じ
た
昭
和
47
年
7月

洪
水
、
小
田
川
で
内
水
氾
濫
を
生
じ
た
昭
和
51
年
9月

洪
水
等
に
よ
り
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

■
近
年
で
は

平
成
10
年
10
月
洪
水
、
平
成
18
年
7月

洪
水
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
、
平
成
16
年
8月

台
風
16
号
で
既
往
最
高
潮
位
を
記
録
し
河
口
付
近
の

工
場
等
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。

発
生

年
月
日

発
生

原
因

船
穂
地
点

最
大
流
量

（
m3
/s
）

水
系

全
域

の
浸

水
被

害
備

考

明
治
2
6年

1
0
月

1
4日

台
風

約
1
4,

9
00

床
下

・
床

上
浸

水
5
0
,
20
9戸

（
岡

山
県

全
域

）
全

半
壊

1
2
,
92
0戸

（
岡

山
県

全
域

）
洪

水

昭
和

9年
9
月

2
1日

室
戸

台
風

約
9
,4

0
0

床
下

・
床

上
浸

水
6
0
,
3
3
4
戸

（
岡

山
県

全
域

）
全

半
壊

6
,
7
8
9
戸

（
岡

山
県

全
域

）
洪

水

昭
和
1
8年

9
月

18
日

台
風

約
6
,5

0
0

床
上
浸
水

24
0戸

（
岡
山
県

全
域
）

全
半
壊

45
戸

（
岡

山
県

全
域

）
洪

水

昭
和
2
0年

9
月

18
日

枕
崎

台
風

約
8
,7

0
0

床
下

/
床

上
浸

水
1
0
,
77
9
/2
1
,4
9
9戸

（
岡

山
県

全
域

）
全

半
壊

1
,
8
37
戸

（
岡

山
県

全
域

）
洪

水

昭
和
2
6年

1
0
月

1
3日

ﾙ
ｰ
ｽ台 風

約
4
,4

0
0

床
下

浸
水

1
0
2
戸

（
岡

山
県

全
域

）
全

半
壊

1
16
戸

（
岡

山
県

全
域

）
洪

水

昭
和
2
8年

9
月

23
日

台
風

1
3
号

約
3
,5

0
0

床
下

浸
水

2
,
0
9
8
戸

（
岡

山
県

全
域

）
全

半
壊

1
0戸

（
岡
山
県

全
域
）

洪
水

昭
和
4
5年

8
月

20
日

台
風

1
0
号

約
5
,3

0
0

床
下
/
床

上
浸

水
8
5
6
戸

/
3
4
8
戸

（
高

梁
川

水
系

※
）

全
半
壊

24
戸

（
高

梁
川

水
系

※
）

洪
水

小
田

川
内

水

昭
和
4
7年

7
月

9
日

前
線

約
8
,0

0
0

床
下

/
床

上
浸

水
5
,2
0
3戸

/2
,
14
4戸

（
高

梁
川

水
系

※
）

全
半
壊

2
27
戸

（
高

梁
川

水
系

※
）

洪
水

小
田

川
内

水

昭
和
5
1年

9
月

13
日

台
風

1
7
号

約
4
,8

0
0

床
下

/
床

上
浸

水
1
,4
6
1戸

/1
,
18
5戸

（
高

梁
川

水
系

※
）

全
半

壊
14
戸

（
高

梁
川

水
系

※
）

洪
水

小
田

川
内

水

昭
和
6
0年

6
月

22
日

前
線

約
5
,1

0
0

床
下

/
床

上
浸

水
2
8
4
戸

/
1
4
戸

（
高

梁
川

水
系

※
）

全
半

壊
1戸

（
高
梁
川

水
系

※
）

洪
水

小
田

川
内

水

平
成
1
0年

1
0
月

1
8日

台
風

1
0
号

約
7
,2

0
0

床
下

/
床

上
浸

水
1
3
0
戸

/
1
0
戸

（
高

梁
川

水
系

※
）

洪
水

小
田

川
内

水

平
成
1
6年

8
月

31
日

台
風

1
6
号

約
7
00

床
下
/床

上
浸

水
1
7戸

/0
戸

（
高
梁

川
沿
岸

倉
敷
市
）

※
水

島
港

ピ
ー

ク
潮

位
T
.
P
.
+
3
.
2
2
m
(
既

往
最

高
潮

位
)

高
潮

平
成
1
8年

7
月

19
日

前
線

約
5
,3

0
0

床
下
/床

上
浸

水
6
1戸

/1
2戸

（
高
梁
川

水
系

※
）

全
半

壊
3戸

（
高
梁
川

水
系

※
）

洪
水

主
な

洪
水
と

被
害

状
況

：
現
在
の
河
道

（
大
正

14
年
以
降
）

 

：
明
治

26
年
当

時
の

河
道

 
（

変
更

の
あ

っ
た

小
田

川
合

流
点

よ
り

下
流
の
み
示
す

）

：明
治

26
年

10
月

洪
水

の
実

績
浸

水
域

 

：昭
和

47
年

7
月

洪
水

の
実

績
浸

水
域

 

：昭
和

51
年

9
月

洪
水

の
実

績
浸

水
域

 

※
岡

山
県

お
よ

び
広

島
県
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事
業

箇
所

こ
れ

ま
で

の

整
備

箇
所

（
一

部
完

成
）

当
面

の
整

備

予
定

箇
所

基
準

地
点

船
穂

河
川
整

備
計
画
の
整
備
目
標
・
期
間
・
実
施
内
容

高
梁
川
水
系
河
川
整
備
計
画

■
高
梁
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
：
平
成
19
年
8月

策
定

■
高
梁
川
水
系
河
川
整
備
計
画

：
平
成
22
年
10
月
策
定

■
整

備
目

標
・
長
期
的
な

治
水
目
標
で
あ
る
河
川
整
備
基
本
方
針
に
定
め
た
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
は
、
多
大
な
時
間
を
要
す
る
た
め
、
一
連
区
間
で
整
備
効
果
が
発
現
す
る

よ
う
な
段
階
的
な
整
備
に
よ
り
、
洪
水
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
防
止
又
は
軽
減

を
図
る
。

・
本
計
画
の

定
め
た
河
川
整
備
の
実
施
後
に
は
、
流
域
住
民
の
記
憶
に
残
る
戦
後
最

も
大
き
な
被
害
を
与
え
た
昭
和
47
年
7月

洪
水
、
平
成
16
年
台
風
16
号
高
潮
が
再

び
発
生
し
て
も
、
洪
水
被
害
が
防
止
又
は
軽
減
が
で
き
る
。

1.
高
梁
川

下
流
地
区
（
河
口
～
酒
津
地
先
）

昭
和

47
年
7月

洪
水
が
再
び
発
生
し
て
も
、
外
水
に
よ
る
浸
水
被
害
を
防
止
。

既
往

最
高
潮
位
を
記
録
し
、
人
家
へ
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
16
年
台
風

16
号
に

伴
う
高
潮
が
再
び
発
生
し
て
も
浸
水
被
害
を
防
止
。

2.
高
梁
川

中
流
・
上
流
地
区
（
酒
津
地
先
～
国
管
理
区
間
上
流
端
）

昭
和

47
年
7月

洪
水
が
再
び
発
生
し
て
も
、
外
水
に
よ
る
浸
水
被
害
を
防
止
。

3.
高
梁
川

派
川
（
小
田
川
合
流
点
付
替
え
）

計
画

高
水
流
量
を
計
画
高
水
位
以
下
で
流
下
さ
せ
、
外
水
に
よ
る
浸
水
被
害

を
防
止

。
4.
小
田
川

昭
和

47
年
7月

洪
水
が
再
び
発
生
し
て
も
、
外
水
に
よ
る
浸
水
被
害
を
防
止
。

居
住

地
側
で
過
去
何
度
も
発
生
し
て
い
た
内
水
に
よ
る
被
害
を
軽
減
。

■
整

備
期

間
・
目
標
を
達
成
す
る
上
で
の
事
業
量
等
を
勘
案
し
、
概
ね
30
年
間
を
整
備
期
間
と

し
て
設
定

■
実

施
内

容
・
整
備
期
間

内
に
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
箇
所
を
選
定

－ 11 －



全
事
業
の
費
用
対
効
果
分
析

（
例
）
昭

和
47
年
7月

洪
水
を
対
象
に
し
た
被
害
の
軽
減
状
況

事
業
実
施
前

事
業
実
施
後

浸
水
世
帯
数

2
7,
08
6世

帯

浸
水
面
積

4,
76
6h
a

被
害
額

1
0,
8
36
億
円

浸
水

世
帯
数

0世
帯

浸
水

面
積

0
h
a

被
害
額

0億
円

【
凡

例
】 0.

5m
未

満

0.
5～

1.
0m

未
満

1.
0～

2.
0m

未
満

2.
0～

5.
0m

未
満

5.
0m

以
上

浸
水

被
害

の
解

消

－ 12 －



1
,5
0
0m

3 /
s

2
,3
0
0m

3 /
s

本
川

合
流
点

（
計

画
）

山
陽
自

動
車
道

山
陽

新
幹
線

本
川
合

流
点

（
現
況

） 南
山
橋

矢
形

橋
二

万
橋

福
松

橋
箭

田
橋

宮
田

堰

宮
田
橋

八
高
堰

八
高

橋
琴

弾
橋

0

3
00

6
00

9
00

1,
2
00

1,
5
00

1,
8
00

2,
1
00

-3.4K

-2.4K

-1.4K

-0.4K

0.6K

1.6K

2.6K

3.6K

4.6K

5.6K

6.6K

7.6K

(m
3
/
s)

【
小
田

川
右

岸
】

1
,5
0
0m

3 /
s

2
,
3
00
m
3 /
s

0

3
00

6
00

9
00

1,
2
00

1,
5
00

1,
8
00

2,
1
00

-3.4K

-3.2K

-3.0K

-2.8K

-2.6K

-2.4K

-2.2K

-2.0K

-1.8K

-1.6K

-1.4K

-1.2K

-1.0K

-0.8K

-0.6K

-0.4K

-0.2K

0.0K

0.2K

0.4K

0.6K

0.8K

1.0K

1.2K

1.4K

1.6K

1.8K

2.0K

2.2K

2.4K

2.6K

2.8K

3.0K

3.2K

3.4K

3.6K

3.8K

4.0K

4.2K

4.4K

4.6K

4.8K

5.0K

5.2K

5.4K

5.6K

5.8K

6.0K

6.2K

6.4K

6.6K

6.8K

7.0K

7.2K

7.4K

7.6K

7.8K

8.0K

(
m3
/
s
)

【
小
田

川
左

岸
】

整
備

計
画
実

施
後

当
面

（
7
年

間
）
の

整
備

実
施
後

現
況

整
備

計
画
策

定
時

戦
後

最
大
（

S
47
.
7）

流
量

計
画

高
水
流

量

8
,
00
0
m
3 /
s

7
,
1
00
m
3 /
s

1
3
,4
0
0
m3
/
s

1
2,
0
0
0m

3
/
s

三
菱
送

油
管

橋

潮
止

堰 新
霞
橋

玉
島

バ
イ
パ
ス 新
船

穂
橋

小
田
川

合
流

点

（
計
画
）

笠
井
堰 山

陽
自
動
車
道

山
陽
新

幹
線

小
田

川
合
流
点

(
現
況

)

井
原

鉄
道

新
本

川
合
流
点

湛
井
堰

水
島
大

橋

(
改
築

)
霞
橋

(
撤
去

)

山
陽
本

線

(
改
築

)

川
辺
橋

(
撤
去

)
新
川

辺
橋

(改
築
)

総
社

大
橋

(改
築
)

0

2,
0
00

4,
0
00

6,
0
00

8,
0
00

1
0
,0
0
0

1
2
,0
0
0

1
4
,0
0
0

0.0K

1.0K

2.0K

3.0K

4.0K

5.0K

6.0K

7.0K

8.0K

9.0K

10.0K

11.0K

12.0K

13.0K

14.0K

15.0K

16.0K

17.0K

18.0K

19.0K

20.0K

21.0K

22.0K

23.0K

24.0K

(m
3
/
s)

【
高
梁

川
右

岸
】

8,
0
00
m
3 /
s

7
,
1
00
m
3 /
s

13
,
4
00
m3
/s

12
,
00
0
m3
/s

0

2,
0
00

4,
0
00

6,
0
00

8,
0
00

1
0
,0
0
0

1
2
,0
0
0

1
4
,0
0
0

0.0K

1.0K

2.0K

3.0K

4.0K

5.0K

6.0K

7.0K

8.0K

9.0K

10.0K

11.0K

12.0K

13.0K

14.0K

15.0K

16.0K

17.0K

18.0K

19.0K

20.0K

21.0K

22.0K

23.0K

24.0K

(
m3
/
s
)

【
高
梁

川
左

岸
】整

備
計

画
実

施
後

当
面

（
7
年
間
）

の
整
備

実
施

後
現
況

整
備

計
画
策

定
時

戦
後

最
大
（

S4
7
.
7）

流
量

計
画

高
水
流

量

今
後
の
実
施
内
容
、
事
業
実
施
箇
所

■
高
潮
堤
整

備
、
堤
防
強
化
（
浸
透
対
策
）
を
下
流
か
ら
順
次
実
施
。

高
梁

川
流

下
能

力
図

小
田

川
流

下
能

力
図

■
基
準
地
点

船
穂

高
潮

区
間

こ
れ

ま
で

の

整
備

箇
所

（
一

部
完

成
）

当
面

の
整

備

予
定

箇
所

基
準

地
点

船
穂

高
潮

区
間

事
業

箇
所

危 機 管 理 型 ハ ー ド 対 策 （ 堤 防 天 端 の 保 護 、 裏 法 尻 の 補 強 ）

小
田

川
付

替
え

区
間

小
田

川
付

替
え

区
間
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事
業
実

施
箇
所

堤
防

補
強

（
浸

透
対

策
）
の

実
施

状
況

（
船

穂
地

先
）

築
堤

（
高

潮
堤

）
暫

定
堤

防
の

実
施

状
況

（
乙

島
地

先
）

施
工
前

約
1
.5

m

施
工

後
施

工
前

施
工
後

0
.0
k
 

高
梁

川

【
高
潮

②
】

 

0
.0
k

-
2.
0
k
 

-
0.
3
k

-
2
.
0
k
 

【
高

潮
①
】

-
0
.3

k
 

高 梁 川 

4
.0
k
 

6
.0
k
 

8
.0
k
 

J
R
山
陽
本

線

国
道

2
号

船
穂

橋
【

浸
透

⑤
】

【
浸

透
④
】

【
浸

透
①
】

【
浸

透
③
】

8
.0
k
 

6
.0
k
 

4
.
0k

 

【
浸

透
②

】

○
施

工
前
後

写
真

○
施
工
前
後
写
真

整
備
完
了

整
備

完
了

T
.
P
.
+
5
.
8
～
6
.
0
m
 

2％
Ｈ
16
.8

既
往
最
高
潮
位

T
.P
.+
3.
22
m

高
梁

川
-
0.
3
k付

近

（
打
ち
上
げ
高
）

Ｈ
16
.8

最
高
痕
跡
水
位

T
.P
.+
4.
88
m

ド
レ

ー
ン

盛
土

1：
3.

0

H
.W
.
L

1
2.
8
26
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チ
ェ

ッ
ク

欄

■ ■ ■ ■ ■ ■

　
　

■

前
回

評
価

で
費

用
対

効
果

分
析

を
実

施
し

て
い

る
■

判
断

根
拠

・
高

梁
川

氾
濫

区
域

内
の

各
種

の
数

量
の

変
化

が
少

な
い

。
　

人
口

　
　

　
　

  
  

  
5
5
3
,0

5
7
人

（
前

回
H

2
2
）
、

  
  

　
5
5
3
,0

5
7
人

（
今

回
H

2
2
）
、

  
 変

化
割

合
1
0
0
％

　
世

帯
数

　
　

  
  
2
0
9
,6

1
0
世

帯
（
前

回
H

2
2
）
、

 　
2
0
9
,6

1
0
世

帯
（
今

回
H

2
2
）
、

  
 変

化
割

合
1
0
0
％

　
事

業
所

数
  

  
2
1
,9

7
2
事

業
所

（
前

回
H

2
1
）
、

  
2
0
,7

3
1
事

業
所

（
今

回
H

2
4
）
、

  
 変

化
割

合
  

9
4
％

　
従

業
者

数
  

  
  

 　
2
5
3
,5

5
7
人

（
前

回
H

2
1
）
、

  
  

  
2
3
6
,3

4
0
人

（
今

回
H

2
4
）
、

  
 変

化
割

合
　

9
3
％

項
　

　
目

事
業

目
的

・
「
一

連
区

間
で

整
備

効
果

が
発

現
す

る
よ

う
な

段
階

的
な

整
備

に
よ

り
、

洪
水

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
防

止
又

は
軽

減
を

図
る

」
こ

と
を

目
標

と
し

て
お

り
、

事
業

目
的

に
変

更
は

な
い

。

（
ア

）
前

回
評

価
時

に
お

い
て

実
施

し
た

費
用

対
効

果
分

析
の

要
因

に
変

化
が

見
ら

れ
な

い
場

合

外
的

要
因 ２
．

需
要

量
等

の
変

更
が

な
い

判
断

根
拠

[需
要

量
等

の
減

少
が

１
０

％
※

以
内

]

３
．

事
業

費
の

変
化

判
断

根
拠

[事
業

費
の

増
加

が
１

０
％

※
以

内
]

判
　

定

内
的

要
因

＜
費

用
便

益
分

析
関

係
＞

※
た

だ
し

、
有

識
者

等
の

意
見

に
基

づ
い

て
、

感
度

分
析

の
変

動
幅

が
別

に
設

定
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
そ

の
値

を
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

注
）
な

お
、

下
記

2
.～

4
.に

つ
い

て
、

各
項

目
が

感
度

分
析

幅
の

範
囲

内
で

あ
っ

て
も

、
複

数
の

要
因

の
変

化
に

よ
っ

て
、

基
準

値
を

下
回

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
場

合
に

は
、

費
用

対
効

果
分

析
を

実
施

す
る

。

・
直

近
3
ヶ

年
の

平
均

事
業

費
（
H

2
5
～

H
2
7
）
は

1
,7

6
3
百

万
円

で
あ

り
、

事
業

評
価

に
要

す
る

費
用

は
1
0
百

万
円

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

事
業

規
模

に
比

し
て

費
用

対
効

果
分

析
に

要
す

る
費

用
は

小
さ

い
。

（
1
％

未
満

）
・
前

回
評

価
時

の
感

度
分

析
に

お
け

る
下

位
値

が
「
全

体
事

業
B

/
C

＝
3
0
.0

（
資

産
-
1
0
％

）
」
、

「
残

事
業

B
/
C

＝
2
2
.7

（
資

産
-
1
0
％

）
」
、

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

基
準

値
の

1
.0

を
上

回
っ

て
い

る
。

・
事

業
費

に
変

化
は

あ
っ

た
も

の
の

、
変

化
は

+
0
.2

%
で

あ
り

、
1
0
%
以

内
に

収
ま

っ
て

い
る

。
　

今
回

全
体

事
業

費
　

8
2
,2

9
1
百

万
円

　
前

回
全

体
事

業
費

　
8
2
,0

9
8
百

万
円

１
．

費
用

便
益

分
析

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

変
更

が
な

い
判

断
根

拠
[Ｂ

／
Ｃ

の
算

定
方

法
に

変
更

が
な

い
]

（
イ

）
費

用
対

効
果

分
析

を
実

施
す

る
こ

と
が

効
率

的
で

な
い

と
判

断
で

き
る

場
合

・
事

業
目

的
に

変
更

が
な

い

・
実

施
し

て
い

る

・
事

業
を

巡
る

社
会

経
済

情
勢

の
変

化
が

な
い

判
断

根
拠

[地
元

情
勢

等
の

変
化

が
な

い
]

・
事

業
規

模
に

比
し

て
費

用
対

効
果

分
析

に
要

す
る

費
用

が
大

き
い

判
断

根
拠

[直
近

３
カ

年
の

事
業

費
の

平
均

に
対

す
る

分
析

費
用

１
％

以
上

]
ま

た
は

、
前

回
評

価
時

の
感

度
分

析
に

お
け

る
下

位
ケ

ー
ス

値
が

基
準

値
を

上
回

っ
て

い
る

。

４
．

事
業

展
開

の
変

化

判
断

根
拠

[事
業

期
間

の
延

長
が

１
０

％
※

以
内

]
・
整

備
期

間
は

、
3
0
ヶ

年
（
平

成
2
3
年

～
平

成
5
2
年

）
で

あ
る

こ
と

か
ら

変
化

は
な

い
。

・
平

成
1
7
年

4
月

以
降

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

変
更

な
し

。

・
年

平
均

被
害

軽
減

期
待

額
（
公

共
土

木
施

設
等

被
害

額
を

除
く

）
を

比
較

す
る

と
、

前
回

評
価

時
が

4
5
,8

4
8
百

万
円

で
今

回
評

価
時

が
4
6
,0

6
8
百

万
円

（
推

定
値

）
で

あ
る

こ
と

か
ら

需
要

量
の

変
化

が
+
0
.5

％
で

あ
り

、
1
0
%

以
内

に
収

ま
っ

て
い

る
。

費
用
対
効
果
分
析
実
施
の
判
定

【費
用

対
効

果
分

析
の

実
施

に
つ

い
て

】

○
上

記
よ

り
、

事
業

目
的

の
変

更
及

び
社

会
情

勢
の

変
化

が
な

く
、

費
用

便
益

分
析

に
関

す
る

要
因

変
化

が
ご

く
僅

か
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
「
国

土
交

通
省

所
管

公
共

事
業

の
再

評
価

実
施

要
領

の
運

用
に

つ
い

て
」
（
平

成
2
5
年

1
1
月

1
日

付
）
に

基
づ

き
費

用
対

効
果

分
析

は
実

施
し

な
い

。
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今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）

１
．
再
評
価
の
視
点

①
事

業
の

必
要

性
等

の
視

点

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

③
コ

ス
ト

縮
減

や
代

替
案

立
案

等
の

可
能

性

1
)
事

業
を

巡
る

社
会

経
済

情
勢

等
の

変
化

2
)
事

業
の

投
資

効
果

3
)
事

業
の

進
捗

状
況

○
倉
敷
市
で
は
、
倉
敷
大
橋
・
新
総
社
大
橋
が
H2
8に

供
用
開
始
と
な
り
、
利
便
性
が
増
し
て
今
後
さ
ら
に
宅
地
化
が
進
む
可
能
性
が
あ
る
。

ま
た
、
水
島
臨
港
道
路
・
一
般
国
道
2号

倉
敷
立
体
な
ど
が
建
設
中
で
あ
り
、
岡
山
県
西
部
地
域
に
お
け
る
行
政
、
経
済
の
中
心
地
と
し
て

さ
ら
な
る
発
展
が
望
ま
れ
て
い
る
。

○
近
年
で
も
H1
0.
10
、
H1
8.
7等

の
洪
水
被
害
を
受
け
て
お
り
、
高
梁
川
水
系
の
関
係
市
は
「
高
梁
川
改
修
促
進
協
議
会
」
を
組
織
し
、
治
水

対
策
の
促
進
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。

○
費
用
便
益
比

(平
成
25
年
度
評
価
時
点
) 
 全

事
業
（
B/
C）

=3
3.
3

残
事
業
(B
/C
)＝

25
.1

当
面
7年

間
(B
/C
)＝

21
.0

○
平
成
22
年
10
月
14
日
高
梁
川
水
系
河
川
整
備
計
画
（
国
管
理
区
間
）
策
定
。

○
河
川
整
備
計
画
対
象
期
間
概
ね
30
年
（
平
成
23
年
度
～
平
成
52
年
度
）
を
目
標
に
事
業
を
遂
行
。
残
事
業
期
間
は
27
年
（
平
成
26
年
度
～
平

成
52
年
度
）

。
当
面
整
備
事
業
期
間
は
7年

（
平
成
26
年
度
～
平
成
32
年
度
）

。

○
現
在
、
高
梁
川
本
川
下
流
域
に
お
け
る
高
潮
堤
防
、
堤
防
強
化
工
事
を
実
施
中
。

○
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
事
業
は
順
調
に
進
捗
。
関
係
機
関
や
地
域
か
ら
の
要
望
、
協
力
体
制
も
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
円
滑

な
事
業
進
捗
が
見
込
ま
れ
る
。

【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

】

○
上
述
よ
り
、
高
梁
川
直
轄
河
川
改
修
事
業
に
お
い
て
、
治
水
安
全
度
向
上
の
必
要
性
、
費
用
対
効
果
、
地
元
の
協
力
体
制
等
の
観
点
か
ら
、

事
業
継
続
が
妥
当
。

○
今
後
の
詳
細
な
設
計
段
階
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
と
と
も
に
、
環
境
に
も
配
慮
し
て
事
業
を
進
め
、
よ
り
一
層
の
事
業

効
果
の
発
現
に
努
め
る
。

○
新
技
術
・
新
工
法
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
等
と
の
事
業
調
整
、
建
設
発
生
土
の
有
効
利
用
を
図
り
、
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
る
。

注
：
費

用
対

効
果

分
析

に
係

る
項

目
は

、
平

成
25

年
度

評
価

時
点

２
．
県
へ
の
意
見
照
会
結
果

○
岡

山
県
知
事
の
意
見
：
対
応
方
針
（
原
案
）
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る
。
【
継
続
】

－ 16 －



「
小
田
川
合

流
点
付
替
え
」
の
費
用
対
効
果

分
析
に
つ
い
て

－ 17 －



小
田
川
合
流
点
付
替
え
の
事
業
内
容

※
国

土
地

理
院

電
子

国
土

ポ
ー

タ
ル

W
eb

地
図

利
用

8
k

6
k

4
k

2
k

0
k -
2
k

合
流

点

付
替

え

築
堤

河
道

掘
削

等

柳
井

原
貯

水
池

倉
敷

市
街

地

倉
敷

市
真

備
町

N

付
替

え
後

の
合

流
点

現
在

の
合

流
点

-
3
k

-
1
k

事
業

箇
所

岡
山

県
倉

敷
市

事
業

内
容

放
水

路
（
L=

3.
4k

m
）

全
体

事
業

費
約

28
0億

円

事
業

面
積

10
7h

a

事
業

期
間

H
26

～
H

40

高 梁 川

高 梁 川
現

在
の

合
流

点

付
替

え
後

の
合

流
点

現
状

水
位

現
状

水
位

堤
防
に
よ
っ
て
高
梁
川
と

小
田

川
を
分

離

柳
井

原
貯

水
池

付
替
後
の
水
面
形

付
替
後
の
水
面
形

付
替

後
水

位

小 田 川

水
位

低
下

（
約

０
．

４
ｍ

）

水
位

低
下

（
約

５
ｍ

）

酒
津

地
点

付
替

後
水

位

付
替

前
（
現

状
）
の
水

面
形

－ 18 －



浸
水

被
害

の
解

消

高 梁 川

小
田

川

小
田

川
合

流
点

付
替

え

高 梁 川

小
田

川

小
田
川
合
流
点
付
替
え
の
費
用
対
効
果
分
析

（
例
）
昭

和
47
年
7月

洪
水
を
対
象
に
し
た
被
害
の
軽
減
状
況

事
業
実
施
前

事
業
実
施
後

【
凡

例
】 0.

5m
未

満

0.
5～

1.
0m

未
満

1.
0～

2.
0m

未
満

2.
0～

5.
0m

未
満

5.
0m

以
上

※
小

田
川

か
ら

の
氾

濫
に

よ
る

被
害

浸
水
世
帯
数

3
,5
46
世
帯

浸
水

面
積

80
8h

a

被
害
額

1
,5
2
0億

円

浸
水

世
帯
数

0世
帯

浸
水

面
積

0
h
a

被
害
額

0億
円

－ 19 －



チ
ェ

ッ
ク

欄

■ ■ ■ ■ ■ ■

　
　

■

前
回

評
価

で
費

用
対

効
果

分
析

を
実

施
し

て
い

る
■

項
　

　
目

判
　

定

判
断

根
拠

（
ア

）
前

回
評

価
時

に
お

い
て

実
施

し
た

費
用

対
効

果
分

析
の

要
因

に
変

化
が

見
ら

れ
な

い
場

合

事
業

目
的 ・
事

業
目

的
に

変
更

が
な

い
・
「
一

連
区

間
で

整
備

効
果

が
発

現
す

る
よ

う
な

段
階

的
な

整
備

に
よ

り
、

洪
水

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
防

止
又

は
軽

減
を

図
る

」
こ

と
を

目
標

と
し

て
お

り
、

事
業

目
的

に
変

更
は

な
い

。

外
的

要
因 ・
事

業
を

巡
る

社
会

経
済

情
勢

の
変

化
が

な
い

判
断

根
拠

[地
元

情
勢

等
の

変
化

が
な

い
]

・
小

田
川

氾
濫

区
域

内
の

各
種

の
数

量
の

変
化

が
少

な
い

。
　

人
口

　
　

　
　

  
  

  
1
9
,1

5
9
人

（
前

回
H

2
2
）
、

  
  

　
1
9
,1

5
9
人

（
今

回
H

2
2
）
、

  
 変

化
割

合
1
0
0
％

　
世

帯
数

　
　

  
  
  
6
,3

2
4
世

帯
（
前

回
H

2
2
）
、

  
 　

6
,3

2
4
世

帯
（
今

回
H

2
2
）
、

  
変

化
割

合
1
0
0
％

　
事

業
所

数
  
  

  
5
8
7
事

業
所

（
前

回
H

2
1
）
、

  
  
 5

1
3
事

業
所

（
今

回
H

2
4
）
、

  
変

化
割

合
  
8
7
％

　
従

業
者

数
  

  
  

  
　

4
,7

0
9
人

（
前

回
H

2
1
）
、

  
  

  
  

4
,0

9
7
人

（
今

回
H

2
4
）
、

  
 変

化
割

合
  

8
7
％

内
的

要
因

＜
費

用
便

益
分

析
関

係
＞

※
た

だ
し

、
有

識
者

等
の

意
見

に
基

づ
い

て
、

感
度

分
析

の
変

動
幅

が
別

に
設

定
さ

れ
て

い
る

場
合

に
は

、
そ

の
値

を
使

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

注
）な

お
、

下
記

2.
～

4.
に

つ
い

て
、

各
項

目
が

感
度

分
析

幅
の

範
囲

内
で

あ
っ

て
も

、
複

数
の

要
因

の
変

化
に

よ
っ

て
、

基
準

値
を

下
回

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
場

合
に

は
、

費
用

対
効

果
分

析
を

実
施

す
る

。

１
．

費
用

便
益

分
析

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

変
更

が
な

い
判

断
根

拠
[Ｂ

／
Ｃ

の
算

定
方

法
に

変
更

が
な

い
]

・
平

成
1
7
年

4
月

以
降

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

変
更

な
し

。

２
．

需
要

量
等

の
変

更
が

な
い

判
断

根
拠

[需
要

量
等

の
減

少
が

１
０

％
※

以
内

]

・
年

平
均

被
害

軽
減

期
待

額
（
公

共
土

木
施

設
等

被
害

額
を

除
く

）
を

比
較

す
る

と
、

前
回

評
価

時
が

4
,3

4
0
百

万
円

で
今

回
評

価
時

が
4
,2

3
7
百

万
円

（
推

定
値

）
で

あ
る

こ
と

か
ら

需
要

量
の

変
化

が
-
2
％

で
あ

り
、

1
0
%
以

内
に

収
ま

っ
て

い
る

。

３
．

事
業

費
の

変
化

判
断

根
拠

[事
業

費
の

増
加

が
１

０
％

※
以

内
]

・
事

業
費

は
、

前
回

評
価

時
と

今
回

評
価

で
変

更
は

な
い

。

４
．

事
業

展
開

の
変

化

判
断

根
拠

[事
業

期
間

の
延

長
が

１
０

％
※

以
内

]
・
整

備
期

間
は

、
1
5
ヶ

年
（
平

成
2
6
年

～
平

成
4
0
年

）
で

あ
る

こ
と

か
ら

変
化

は
な

い
。

（
イ

）
費

用
対

効
果

分
析

を
実

施
す

る
こ

と
が

効
率

的
で

な
い

と
判

断
で

き
る

場
合

・
事

業
規

模
に

比
し

て
費

用
対

効
果

分
析

に
要

す
る

費
用

が
大

き
い

判
断

根
拠

[直
近

３
カ

年
の

事
業

費
の

平
均

に
対

す
る

分
析

費
用

１
％

以
上

]
ま

た
は

、
前

回
評

価
時

の
感

度
分

析
に

お
け

る
下

位
ケ

ー
ス

値
が

基
準

値
を

上
回

っ
て

い
る

。

・
直

近
3
ヶ

年
の

平
均

事
業

費
（
H

2
5
～

H
2
7
）
は

5
6
4
百

万
円

で
あ

り
、

事
業

評
価

に
要

す
る

費
用

は
1
0
百

万
円

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

事
業

規
模

に
比

し
て

費
用

対
効

果
分

析
に

要
す

る
費

用
は

大
き

い
。

（
2
％

）
・
前

回
評

価
時

の
感

度
分

析
に

お
け

る
下

位
値

が
B

/
C

＝
5
.8

（
資

産
-
1
0
％

）
、

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

基
準

値
の

1
.0

を
上

回
っ

て
い

る
。

・
実

施
し

て
い

る

費
用
対
効
果
分
析
実
施
の
判
定

【費
用

対
効

果
分

析
の

実
施

に
つ

い
て

】

○
上

記
よ

り
、

事
業

目
的

の
変

更
及

び
社

会
情

勢
の

変
化

が
な

く
、

費
用

便
益

分
析

に
関

す
る

要
因

変
化

が
ご

く
僅

か
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
「
国

土
交

通
省

所
管

公
共

事
業

の
再

評
価

実
施

要
領

の
運

用
に

つ
い

て
」
（
平

成
2
5
年

1
1
月

1
日

付
）
に

基
づ

き
費

用
対

効
果

分
析

は
実

施
し

な
い

。
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今
後
の
対
応
方
針
（
原
案
）

１
．
再
評
価
の
視
点

①
事

業
の

必
要

性
等

の
視

点

②
事

業
の

進
捗

の
見

込
み

③
コ

ス
ト

縮
減

や
代

替
案

立
案

等
の

可
能

性

1
)
事

業
を

巡
る

社
会

経
済

情
勢

等
の

変
化

2
)
事

業
の

投
資

効
果

3
)
事

業
の

進
捗

状
況

○
倉
敷
大
橋
・
新
総
社
大
橋
が
H2
8に

供
用
開
始
と
な
り
、
利
便
性
が
増
し
て
今
後
さ
ら
に
宅
地
化
が
進
む
可
能
性
が
あ
る
。

○
近
年
で
も
H2
3.
9洪

水
等
の
洪
水
被
害
を
受
け
て
お
り
、
高
梁
川
水
系
の
関
係
市
は
「
高
梁
川
改
修
促
進
協
議
会
」
を
組
織
し
、
治
水
対

策
の
促
進
を
強
く
要
望
し
て
い
る
。

○
費
用
便
益
比
(平

成
25
年
度
評
価
時
点
) 
 全

事
業
（
B/
C）

=6
.4

○
平
成
22
年
10
月
14
日
高
梁
川
水
系
河
川
整
備
計
画
（
国
管
理
区
間
）
策
定
。

○
整
備
期
間
概
ね
15
年
(平

成
26
年
度
～
平
成
40
年
度
)を

目
標
に
事
業
を
遂
行
。

○
平
成
26
年
度
よ
り
事
業
着
手
し
、
関
係
機
関
と
協
力
連
携
し
地
元
調
整
等
を
行
っ
て
い
る
。

○
小
田
川
付
替
え
事
業
で
影
響
を
受
け
る
柳
井
原
地
区
で
は
、
「
小
田
川
放
流
対
策
協
議
会
」
を
設
立
し
、
国
と
の
協
議
を
組
織
的
に
行
っ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

○
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
事
業
は
順
調
に
進
捗
。
関
係
機
関
や
地
域
か
ら
の
要
望
、
協
力
体
制
も
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
円

滑
な
事
業
進
捗
が
見
込
ま
れ
る
。

【
今

後
の

対
応

方
針

（
原

案
）

】

○
上
述
よ
り
、
小
田
川
合
流
点
付
替
え
に
つ
い
て
は
、
治
水
安
全
度
向
上
の
必
要
性
、
費
用
対
効
果
、
地
元
の
協
力
体
制
等
の
観
点
か
ら
、

事
業
継
続
が
妥
当
。

○
今
後
の
詳
細
な
設
計
段
階
に
お
い
て
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
縮
減
を
図
る
と
と
も
に
、
環
境
に
も
配
慮
し
て
事
業
を
進
め
、
よ
り
一
層
の

事
業
効
果
の
発
現
に
努
め
る
。

○
新
技
術
・
新
工
法
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
等
と
の
事
業
調
整
、
建
設
発
生
土
の
有
効
利
用
を
図
り
、
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
る
。

注
：
費

用
対

効
果

分
析

に
係

る
項

目
は

、
平

成
25

年
度

評
価

時
点

２
．
県
へ
の
意
見
照
会
結
果

○
岡

山
県
知
事
の
意
見
：
対
応
方
針
（
原
案
）
に
つ
い
て
は
妥
当
で
あ
る
。
【
継
続
】
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参
考

：
高

梁
川

直
轄

河
川

改
修

事
業

の
前

回
評

価
時

と
の
比

較


前

回
評

価
時

と
の

比
較

前
回
評
価
※

今
回
評
価

備
考

事
業
諸
元

築
堤
、
河
床
掘
削
、

護
岸
、
小
田
川
付
替
え
、

笠
井
堰
改
築

同
左

事
業
期
間

平
成
23
年
～
平
成
52
年
度
末

（
30
カ
年
）

同
左

総
事
業
費

約
82
1億

円
約
82
3億

円

効
率
化

判
断
指
標

人
口
：
55
3,
05
7
人

世
帯

数
：
20
9,
61
0
世

帯

事
業
所
数
：

21
,9
72
事
業
所

従
業
者
数
：
25
3,
55
7
人

※
人

口
・

世
帯

数
は

、
平

成
22

年
国

勢
調

査
、

事
業

所
数

・
従

業
者

数
は

、
平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ
ス

人
口
：
55
3,
05
7人

世
帯

数
：
20
9,
61
0世

帯

事
業
所
数
：

20
,7
31
事
業
所

従
業
者
数
：
23
6,
34
0人

※
人

口
・

世
帯

数
は

、
平

成
22

年
国

勢
調

査
、

事
業

所
数

・
従

業
者

数
は

、
平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス

人
口
：
10
0.
0％

世
帯

数
：
10
0.
0％

事
業
所
数
：

94
.4
％

従
業
者
数
：

93
.2
％

※
高

梁
川

直
轄

河
川

改
修

事
業

H2
5
.
1
2
審

議
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参
考

：
小

田
川

合
流

点
付

替
え
の
前

回
評

価
時

と
の
比

較


前

回
評

価
時

と
の

比
較

前
回
評
価
※

今
回
評
価

備
考

事
業
諸
元

小
田
川
付
替
え

同
左

事
業
期
間

平
成
26
年
～
平
成
40
年
度
末

（
15
カ
年
）

同
左

総
事
業
費

約
28
0億

円
約
28
0億

円

効
率
化

判
断
指
標

人
口
：
19
,1
59
人

世
帯

数
：

6,
32
4世

帯

事
業
所
数
：

58
7事

業
所

従
業
者
数
：

4,
70
9人

※
人

口
・

世
帯

数
は

、
平

成
22

年
国

勢
調

査
、

事
業

所
数

・
従

業
者

数
は

、
平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ
ス

人
口
：
19
,1
59
人

世
帯

数
：

6,
32
4世

帯

事
業
所
数
：
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3事

業
所

従
業
者
数
：

4,
09
7人

※
人

口
・

世
帯

数
は

、
平

成
22

年
国
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調

査
、

事
業

所
数

・
従

業
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数
は

、
平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス

人
口
：
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0％
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数
：
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0.
0％

事
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従
業
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数
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※
高

梁
川

直
轄

河
川

改
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事
業

（
小

田
川

合
流

点
付

替
え

）
H
2
6
.
3
（

新
規

事
業

採
択
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参
考

：
貨

幣
換

算
が
困

難
な
効

果
等

に
よ
る
評

価

■
「
水
害
の

被
害
指
標
分
析
の
手
引
き
」
に
準
じ
て
高
梁
川
直
轄
河
川
改
修
事
業
に
よ
る
「
人
的
被
害
」
と
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
に
よ
る
波
及
被

害
」
の
軽
減
効
果
を
算
定

■
対
象
洪
水

は
、
戦
後
最
大
規
模
の
昭
和
4
7
年
7
月
実
績
規
模
の
洪
水
に
対
し
て
評
価
を
実
施

■
戦
後
最
大

規
模
の
昭
和
4
7
年
7
月
実
績
規
模
の
洪
水
が
発
生
し
た
場
合
、
高
梁
川
・
小
田
川
流
域
で
想
定
死
者
数
が
5
4
9
人
（
避
難
率
4
0
%
）
、
電
力
の

停
止
に
よ
る
影
響
人
口
が
4
7
,
5
5
6
人
と
想
定
さ
れ
る
が
、
事
業
実
施
に
よ
り
解
消
さ
れ
る
。

「
想

定
死

者
数

」
の

考
え

方

浸
水

に
よ

る
想

定
死

者
数

を
避

難
率

別
に

推
計

す
る

。

・計
算

メ
ッ

シ
ュ

毎
に

、
年

齢
別

（6
5
歳

以
上

、
未

満
）、

居
住

す
る

住
宅

の
階

数
別

（1
階

、
2
階

、
3
階

以
上

）に
分

類
し

た
人

口
に

危
険

度
を

乗
じ

た
値

の
総

和
か

ら
想

定
死

者
数

を
算

出
す

る
。

・既
往

水
害

に
お

け
る

避
難

率
は

大
き

な
幅

が
あ

る
た

め
、
避

難
率

は
0
%
、
4
0
%
、
8
0
%

の
3
つ

の
ケ

ー
ス

を
設

定
す

る
。

想
定

死
者

数

（
整

備
前

）
（
整

備
後

）

浸
水

深

2
.3

m
未

満

2
.3

～
5
.0

m
未

満

(1
階

危
険

水
位

)

5
.0

～
7
.7

m
未

満

(2
階

危
険

水
位

)

7
.7

m
以

上

「
電

力
が

停
止

す
る

浸
水

深
」の

考
え

方

浸
水

に
よ

り
停

電
が

発
生

す
る

住
宅

等
の

居
住

者
数

を
推

計
す

る
。

・浸
水

深
7
0
㎝

で
コ

ン
セ

ン
ト
（床

高
5
0
㎝

＋
コ

ン
セ

ン
ト
設

置
高

2
0
㎝

）に
達

し
、
屋

内
配

線
が

停
電

す
る

。

・浸
水

深
1
0
0
㎝

以
上

で
、
地

上
に

設
置

さ
れ

た
受

変
電

設
備

（6
,6

0
0
V
 等

の
高

圧
で

受
電

し
た

電
気

を
使

用
に

適
し

た
電

圧
ま

で
降

下
さ

せ
る

設
備

）及
び

地
中

線
と

接
続

さ
れ

た
路

上
開

閉
器

が
浸

水
す

る
た

め
、
集

合
住

宅
等

の
棟

全
体

が
停

電
す

る
場

合
が

あ
る

。

・浸
水

深
3
4
0
cm

以
上

で
、
受

変
電

設
備

等
の

浸
水

に
よ

り
、
棟

全
体

が
停

電
と

な
ら

な
い

集
合

住
宅

に
お

い
て

は
、
浸

水
深

に
応

じ
て

階
数

毎
に

停
電

が
発

生
す

る
。

電
力

の
停

止
に

よ
る

影
響

人
口

浸
水

面
積

4
,7

6
6
h
a

浸
水

面
積

0
h
a

浸
水

深

0
.7

m
未

満

0
.7

～
1
m

未
満

1
～

3
.4

m
未

満

3
.4

～
5
m

未
満

5
m

以
上

（
整

備
前

）
（
整

備
後

）
浸

水
面

積
4
,7

6
6
h
a

浸
水

面
積

0
h
a

※
平

成
25

年
度

評
価

時
点

9
1
4

5
4
9

1
8
3

0
0

0
0

1
00

2
00

3
00

4
00

5
00

6
00

7
00

8
00

9
00

避
難

率
0
%

避
難

率
4
0
%

避
難

率
8
0
%

現
状

整
備

後
想

定
死

者
数

(
人
)

4
7
,
5
5
6

0
0

10
,0

00

20
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00

30
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00

40
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00

50
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00

60
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70
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電
力

の
停

止
に
よ

る
影

響
人

口

現
状

整
備

後

(人
)

影
響

人
口

昭
和

4
7
年

7
月

実
績

規
模

の
洪

水
に

お
け

る
想

定
死

者
数

昭
和

4
7
年

7
月

実
績

規
模

の
洪

水
に

お
け

る
電

力
の

停
止

に
よ

る
影

響
人

数
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人
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参
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困
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効

果
等

に
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価

■
「
水
害
の

被
害
指
標
分
析
の
手
引
き
」
に
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じ
て
小
田
川
合
流
点
付
替
え
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よ
る
「
人
的
被
害
」
と
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停
止
に
よ
る
波
及
被
害
」

の
軽
減
効
果
を
算
定

■
対
象
洪
水

は
、
戦
後
最
大
規
模
の
昭
和
4
7
年
7
月
実
績
規
模
の
洪
水
に
対
し
て
評
価
を
実
施

■
戦
後
最
大

規
模
の
昭
和
4
7
年
7
月
実
績
規
模
の
洪
水
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発
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し
た
場
合
、
小
田
川
流
域
で
想
定
死
者
数
が
1
0
6
人
（
避
難
率
4
0
%
）
、
電
力
の
停
止
に
よ

る
影
響
人
口
が
8
,
0
3
7
人
と
想
定
さ
れ
る
が
、
事
業
実
施
に
よ
り
解
消
さ
れ
る
。

「
想

定
死

者
数

」
の

考
え

方

浸
水

に
よ

る
想

定
死

者
数

を
避

難
率

別
に

推
計

す
る

。

・計
算

メ
ッ

シ
ュ

毎
に

、
年

齢
別

（6
5
歳

以
上

、
未

満
）、

居
住

す
る

住
宅

の
階

数
別

（1
階

、
2
階

、
3
階

以
上

）に
分

類
し

た
人

口
に

危
険

度
を

乗
じ

た
値

の
総

和
か

ら
想

定
死

者
数

を
算

出
す

る
。

・既
往

水
害

に
お

け
る

避
難

率
は

大
き

な
幅

が
あ

る
た

め
、
避

難
率

は
0
%
、
4
0
%
、
8
0
%

の
3
つ

の
ケ

ー
ス

を
設

定
す

る
。

想
定

死
者

数

（
整

備
前

）
（
整

備
後

）

浸
水

深

2
.3

m
未

満

2
.3

～
5
.0

m
未

満

(1
階

危
険

水
位

)

5
.0

～
7
.7

m
未

満

(2
階

危
険

水
位

)

7
.7

m
以

上

「
電

力
が

停
止

す
る

浸
水

深
」の

考
え

方

浸
水

に
よ

り
停

電
が

発
生

す
る

住
宅

等
の

居
住

者
数

を
推

計
す

る
。

・浸
水

深
7
0
㎝

で
コ

ン
セ

ン
ト
（床

高
5
0
㎝

＋
コ

ン
セ

ン
ト
設

置
高

2
0
㎝

）に
達

し
、
屋

内
配

線
が

停
電

す
る

。

・浸
水

深
1
0
0
㎝

以
上

で
、
地

上
に

設
置

さ
れ

た
受

変
電

設
備

（6
,6

0
0
V
 等

の
高

圧
で

受
電

し
た

電
気

を
使

用
に

適
し

た
電

圧
ま

で
降

下
さ

せ
る

設
備

）及
び

地
中

線
と

接
続

さ
れ

た
路

上
開

閉
器

が
浸

水
す

る
た

め
、
集

合
住

宅
等

の
棟

全
体

が
停

電
す

る
場

合
が

あ
る

。

・浸
水

深
3
4
0
cm

以
上

で
、
受

変
電

設
備

等
の

浸
水

に
よ

り
、
棟

全
体

が
停

電
と

な
ら
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い

集
合

住
宅

に
お

い
て

は
、
浸

水
深

に
応
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数

毎
に

停
電

が
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す

る
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力
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る
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模
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高梁川直轄河川改修事業

高梁川直轄河川改修事業（小田川合流点付替え）

〔岡山県への意見照会と回答〕
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